
 

 
 

 

 

 

 

 

 
【特別活動 研究目標】 

「積極的に自分の意見をもち、伝え合う児童の育成 
～人間関係を築き、よりよい学級・学校づくりを目指す特別活動～」 

 
先月の末には、ここ亀岡にも、たくさんの雪が降り積もり、子どもたちは雪玉や雪だるまを作

るなど、楽しそうに遊んでいました。まだまだ、寒い日が続いておりますが、暦の上では、もう

すぐ立春です。校内の木々を見ますと、枝先には、小さなつぼみがたくさんついていました。厳
しい寒さを乗り越え、春には美しい花を咲かせてくれることと思います。 
 さて、本校では、１０月号の南陵（学校便り）でもお伝えをしておりましたが、京都府小学校研
究会の研究指定を受け、今年度より 3年間、特別活動の研究を進めていきます。 
 今年度は、その 1年目ということで、1年生から 6年生、つくし学級と７つの研究授業を校
内で行いました。学級活動で取り上げた議題を紹介します。 

 
つくし学級…「お楽しみ会の相談をしよう」 
1年…「6年生にありがとうを伝える方法を考えよう」 
2年…「1年生と楽しめる遊びを考えよう」 
3年…「気合いの入る かけ声を考えよう」（運動会の団体競技） 
4年…「学級のみんながもっと仲良くなれる取組を考えよう」 
５年…「雨の日の休み時間を楽しく過ごそう」 

６年…「南っ子タイムの 1回目の遊びを考えよう」 
 

特別活動には、三つの視点として「人間関係形成」、「社会参画」、「自己実現」があります。
研究授業では、一人一人の子どもがしっかりと自分の意見や考えをもって授業に臨み、相手
の意見を受け止めながら、学級や学年、学校全体のことを考えて話し合い、折り合いをつけな
がら、学級としての考えをまとめる姿が見られました。そうした力は、日々の生活の中にも随所
に見られ、友達としたい遊びがちがっても、話合いによって解決したり、自分たちの生活をより
よくするために、「トイレのスリッパをみんなでそろえよう」と決めて行動にうつしたりするなど、
子どもたち自身が自主的、実践的に取り組むことにより、自己有用感の高まりにもつながって
います。 
本校と同様に京都府小学校研究会の研究指定を受け、特別活動の研究を進めてこられた

学校の先生からは、「特別活動（学級活動、児童会活動、クラブ活動及び学校行事）の研究を

深めていけば、子どもが変わり、学級・学校が変わる。そして、ひいては学力向上にもつなが
る」と教えていただきました。研究を始めて 1年ですが、本校においても確実に、手ごたえを感
じた 1年となりました。 
次年度も引き続き、特別活動を柱としながら、研究を積み重ね、本校が目指す研究テーマ

である児童の育成につなげていきたいと考えております。 
 

校長  小嶋 良治 
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２月度集金のお知らせ    ◆ 引落日：令和６年２月１３日（火） 

◆ 集金額は以下のとおりです。引落口座の残額を確認していただきますよう 

お願いします。別途手数料がかかります。 

  1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 

給食費(1 月分) 3500 3500 3500 3500 3500 3500 

教材費 338 900 1720 1492 1855 2150 

積立 0 0 1000 1000 2000 0 

集金額合計 3838 4400 6220 5992 7355 5650 

・給食費は 1食 250円です。1月分：14回  

・つくし学級の教材費については別途担任からお知らせします。 

の
重
点
に
も
あ
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
自
分
の

意
見
を
持
ち
、
伝
え
合
う
児
童
の
育
成
を
目
指

し
て
、
本
校
で
は
特
別
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
成
果
を
子
ど
も
達
も
実
感
で
き
て

い
る
と
捉
え
、
今
後
の
指
導
に
さ
ら
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
別
活
動
に
限
ら

ず
、
全
教
科
の
学
習
に
お
い
て
子
ど
も
達
が
楽

し
く
意
欲
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
、
一
時
間
一

時
間
の
授
業
を
大
切
に
し
、
子
ど
も
達
の
学
力

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

一
方
で
、
「
先
生
は
、
今
学
ん
で
い
る
こ
と

が
、
将
来
の
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
な
が
る
か

を
具
体
的
に
話
し
な
が
ら
、
授
業
を
進
め
て
い

る
」
に
つ
い
て
は
昨
年
度
を
上
回
っ
た
も
の
の

75･

7

％
と
伸
び
悩
み
ま
し
た
。
な
ぜ
勉
強
し

な
い
と
い
け
な
い
の
か
。
ど
ん
な
力
を
付
け
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
な
ど
、
子
ど
も

達
が
自
分
の
目
標
を
持
ち
な
が
ら
学
習
に
向
か

え
る
よ
う
、
指
導
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

分
か
ら
進
ん
で
あ
い
さ
つ
を
し
た
り

と
、
相
手
意
識
を
持
っ
て
、
誰
か
の
た

め
に
行
動
で
き
る
子
ど
も
達
を
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
学
校
行

事
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
回
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
い
た
だ
い
た
貴

重
な
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

今
後
の
学
校
運
営
に
生
か
し
て
い
き

ま
す
。 

 

学
力
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
子
ど
も
達
が
人
と
し
て
成
長
で

き
る
よ
う
に
、
全
教
職
員
が
よ
り
一

層
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
、
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
住
民
の

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◆
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
◆ 

Ａ
＋
Ｂ
の
数
値
は
各
項
目
と
も
９
０
％

以
上
で
し
た
。
一
方
で
Ｃ
＋
Ｄ
が
２
～
６
％

あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
分
か

り
や
す
く
楽
し
い
授
業
を
心
が
け
な
が
ら

児
童
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
学
習
指
導
・

生
徒
指
導
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 「

学
校
生
活
の
中
で
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
と
同
様
「
思

い
や
り
や
協
力
の
心
」
「
集
団
生
活
や
社
会

の
規
範
意
識
や
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
」
へ
の
期

待
が
多
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

生
き
る
力
の
伸
長
へ
の
願
い
が
表
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
特
別
活
動
を
軸
と
し
て

自
ら
課
題
に
気
づ
き
、
仲
間
と
協
働
し
て
解

決
し
よ
う
と
す
る
態
度
の
育
成
を
目
指
し

て
指
導
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
次
使

う
人
の
た
め
に
ス
リ
ッ
パ
を
揃
え
た
り
、
自 

教
育
活
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー

ト
と
児
童
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
・
分
析
し
、
今
年
度
の
学

校
教
育
目
標
を
も
と
に
考
察
い
た
し
ま
し
た
。 

【
学
校
教
育
目
標
】 

「
志
の
実
現
」 

１ 

自
他
を
理
解
し
、
互
い
に
支
え
合
う
児
童
生
徒
の
育
成 

２ 

豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
身
に
付
け
た
児
童
生
徒
の 

育
成 

３ 

物
事
を
深
く
考
え
、
主
体
的
に
学
び
努
力
し
続
け
る
児

童
生
徒
の
育
成 

【
本
年
度
の
重
点
】 

積
極
的
に
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
伝
え
合
う
児
童
の
育
成 

～
人
間
関
係
を
築
き
、
よ
り
よ
い
学
級 

学
校
づ
く
り
を
目
指
す
特
別
活
動
～ 

【
め
ざ
す
児
童
像
】 

○
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
児
童 

○
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
正
し
い
判
断
が
で
き
る
児
童 

○
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
児
童 

◆
児
童
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
◆ 

「
学
校
へ
行
く
の
が
楽
し
い
」
に
つ
い
て
は
、
Ａ
＋
Ｂ

の
数
値
が
、
84･

5

％
と
昨
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
ク
ラ
ス
は
楽
し
く
、
教
室
は
安
心
で
き
る
場
所

だ
」
に
つ
い
て
も
、
87

％
と
な
り
、
昨
年
度
を
上
回
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
制
限
も
徐
々
に
緩
和
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
学
校
行
事
や
各
学
級
で
の
授
業
も
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
授
業
で
友
達

と
意
見
を
伝
え
合
っ
た
り
、
全
校
児
童
が
集
ま
っ
て
行

事
に
参
加
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
「
学

校
生
活
が
楽
し
い
」
と
感
じ
る
大
き
な
要
因
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
児
童
の
健
康
や
安
全
を
守
り
つ
つ
、
楽

し
く
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
授
業
の
改
善
・
工
夫
、
深
い
児
童
理
解
、
よ
り
よ
い

学
級
づ
く
り
な
ど
を
常
に
意
識
し
て
改
善
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
学
校
で
の
学
習
は
、
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
、
自
分
の

考
え
を
よ
く
話
し
た
り
、
よ
く
書
い
た
り
し
て
い
る
」
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
を
約
５
％
上
回
り
ま
し
た
。
本
年
度 

【児童アンケート】
A B C D

1 49.6% 34.9% 12.7% 2.8%

2 48.2% 41.2% 9.2% 1.4%

3 39.1% 36.6% 17.6% 6.7%

4 64.1% 31.3% 3.2% 1.4%

5 59.5% 27.5% 10.2% 2.8%

6 61.6% 34.2% 3.5% 0.7%

7 80.3% 16.5% 2.5% 0.7%

8 73.6% 22.9% 3.2% 0.4%

9 67.3% 25.4% 4.9% 2.5% 先生が出す毎週の予定プリントはわかりやすい。

質問内容

 学校へ行くのが楽しい。

 学校での学習は、よくわかる。自分の考えをよく話したり、よ

く書いたりしている。
 先生は今学んでいることが、将来のどのようなことにつながる

かを具体的に話しながら、授業を進めている。

 先生は、よく話を聞いてくれる。

 クラスは楽しく、教室は安心できる場所だ。

 まわりの人や友だちを助けて、大切にしている。

 いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。

 交通安全や地震や火事でひなんする時に気をつけることがわか

る。

A:とてもそう思う B:そう思う C:あまり思わない D:全く思わない

【保護者アンケート】
A B C D

1 67.4% 29.1% 3.1% 0.4%

2 72.1% 26.0% 1.9% 0.0%

3 54.5% 39.2% 5.5% 0.8%

4 67.3% 27.2% 4.7% 0.8%

5 54.3% 41.0% 3.1% 1.6%

6 51.4% 46.7% 1.9% 0.0%

7 56.6% 38.7% 3.9% 0.8%

8 52.9% 42.4% 3.9% 0.8%

9 62.3% 35.0% 2.7% 0.0%

10 90.4%

90.8%

79.2%

51.6%

44.4%

83.6%

56.4%

63.2%

学校生活の中で身に付けてほしい

こと

あいさつや言葉づかい

交通安全

ものやお金を大切にする態度

思いやりや協力の心

集団生活や規範意識やルール・マナー

「読み・書き・計算」の学力の基礎

健康な身体や体力

基本的な生活習慣（生活リズム、服装、食事）

 学校が出している「南陵」やホームページ、連絡文書、学年・学級が

出しているたよりや週計画は分かりやすく伝わっている。

 子どもは、楽しみながら学校生活を送っている。

 先生は、基礎的な学力を身に付けるように努めている。

 先生は、子ども達に夢や希望を与えているような指導をしてい

る。
 先生は、子どものことについて、適切に相談に応じようとして

いる。

 学校は、いじめのない学級・学校づくりに努めている。

 子どもは、相手を思いやる気持ちが育ってきている。

 学校は、命を大切にする心や社会のルールを守る態度を育てる

よう努力をしている。
 学校は、子ども達の安全や不審者への対応などに、家庭・地域

と連携して取 り組んでいる。

質問内容

A:とてもそう思う B:そう思う C:あまり思わない D:全く思わない


